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■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2019.04.17

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 http://www.mlit.go.jp/crd/web/nintei/nintei.htm

備　考 事前の計画、コスト検証が重要

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 大臣認定擁壁(以下URL参照)の各PCaメーカーへ確認のこと。

工場またはPCa製作ヤードにて、擁壁のPCa部材を製作（CON打設･養生･脱
型）し、運搬後現地にてPca建て方･設置する工法。
既製品のPCa製品もある。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・現場での鉄筋･型枠･CON打設作業のためのスペース確保や安全確保が難
しい場合、または作業期間確保が難しい場合、PC部材設置のみで完了する。
作業性、安全性、品質の向上および工期短縮に繋がる。
【工期】
・現場での鉄筋･型枠作業日数を短縮できる。
【施工上の注意】
・重量物(PCa部材)を揚重するため、揚重機や運搬車両の選定と安全性確保
の確保。
・PCa板間処理方法について確認（防水、繋ぎ）。
・埋戻し土の材料および埋戻し方法について確認･検討必要。
・PCa受入れ検査必要。
・既製品PCaの場合、メーカーに寸法規格値を確認。
・PCa設置時の転倒防止対策（強風や地震などを考慮）必要。

適用条件
設計図書におけるPCa擁壁が、国土交通省大臣認定品を指定の場合、
別銘柄のPCa擁壁の採用については要確認。
http://www.mlit.go.jp/crd/web/nintei/nintei.htm

PCa擁壁製作ヤードにおける型枠：配筋状況

PCa擁壁脱型：楊重状況

PCa擁壁：設置状況

http://www.mlit.go.jp/crd/web/nintei/nintei.htm
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